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戦
争
法
廃
止
、
武
器
・
原
発
の
輸
出
中
止 

 

井
上
氏
は
、
戦
争
法
の
強
行
は
「
国
会

内
で
数
を
頼
ん
で
強
行
し
て
も
、
国
民
は

決
し
て
認
め
て
い
な
い
」
と
、
廃
止
を
正

面
か
ら
求
め
ま
し
た
。
ま
た
、
安
倍
首
相

が
昨
年
秋
以
降
に
行
っ
た
外
遊
を
「
新
・

日
米
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
軍
事
協
力
の
指
針
）

と
戦
争
法
の
具
体
化
と
一
体
の
、
も
っ
ぱ

ら
『
軍
事
に
よ
る
平
和
』
だ
」
と
指
摘
し
、

海
外
へ
の
武
器
・
原
発
輸
出
方
針
を
中
止

す
る
よ
う
迫
り
ま
し
た
。 

井
上
氏
は
、
米
軍
が
南
シ
ナ
海
で
行
う

「
航
行
の
自
由
」
作
戦
に
首
相
が
昨
年
11

月
に
支
持
を
表
明
し
た
こ
と
を
あ
げ
、
自

衛
隊
も
米
軍
と
共
に
警
戒
監
視
活
動
へ
参

加
す
る
可
能
性
が
あ
る
か
と
た
だ
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
次
期

潜
水
艦
の
共
同
開
発
の
計
画
提
案
な
ど
安

倍
政
権
が
海
外
で
日
本
製
武
器
の
売
り
込

み
を
進
め
て
い
る
こ
と
や
、
経
団
連
が
武

器
輸
出
を
「
国
家
戦
略
と
し
て
推
進
す
べ

き
」
と
提
言
し
た
こ
と
を
挙
げ
、「
憲
法
９

条
を
も
つ
日
本
の
国
家
戦
略
の
基
本
は
平

和
外
交
で
あ
り
、
紛
争
を
助
長
す
る
武
器

輸
出
と
は
反
す
る
」
と
迫
り
ま
し
た
。 

 

首
相
は
南
シ
ナ
海
で
の
作
戦
に
対
し
、

「
さ
ま
ざ
ま
な
選
択
肢
を
念
頭
に
お
く
」

と
し
て
、
将
来
自
衛
隊
を
派
遣
す
る
可
能

性
を
否
定
せ
ず
、
ま
た
、
「
（
武
器
の
）
海

外
移
転
が
許
さ
れ
る
の
は
平
和
貢
献
、
国

際
協
力
の
積
極
的
な
推
進
ま
た
は
わ
が
国

正
社
員
へ
の
流
れ
を
つ
く
る
雇
用
の
ル
ー

ル
の
確
立
、
最
低
賃
金
の
大
幅
引
き
上
げ

な
ど
を
提
案
。「
法
人
税
減
税
で
大
企
業
の

内
部
留
保
が
増
え
て
も
賃
上
げ
に
は
つ
な

が
ら
な
か
っ
た
」
と
し
て
、
大
企
業
優
遇

の
法
人
税
減
税
の
中
止
を
求
め
ま
し
た
。 

 

こ
れ
に
対
し
、
首
相
は
、
「
（
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
に
よ
り
）
経
済
の
好
循
環
を
生
み
出

し
た
」
な
ど
と
強
弁
し
ま
し
た
。 

 

金
で
政
策
を
買
う
―
企
業
献
金
中
止
を 

Ｔ
Ｐ
Ｐ
「
今
す
ぐ
撤
退
」
迫
る 

 

井
上
氏
は
、
経
団
連
が
、
原
発
再
稼
働

や
労
働
規
制
の
緩
和
な
ど
を
求
め
る
一

方
、
会
員
企
業
に
「
社
会
貢
献
」
と
し
て

献
金
実
施
を
呼
び
か
け
て
い
る
こ
と
を
告

発
。「
政
策
を
金
で
買
う
も
の
だ
。
自
民
党

へ
の
政
治
献
金
は
断
る
べ
き
だ
」
と
追
及

し
ま
し
た
。 

 

こ
れ
に
対
し
、
首
相
が
「
許
し
て
は
な

ら
な
い
の
は
、
お
金
で
政
策
を
ね
じ
曲
げ

よ
う
と
す
る
行
為
だ
」「
企
業
・
団
体
が
政

党
等
に
献
金
す
る
こ
と
自
体
が
不
適
切
な

も
の
と
は
考
え
て
い
な
い
」
と
開
き
直
る

と
、
議
場
で
は
「
曲
が
り
っ
ぱ
な
し
だ
」

と
い
う
声
が
飛
び
ま
し
た
。 

 

井
上
氏
は
ま
た
、「
環
太
平
洋
連
携
協
定

（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
は
今
か
ら
で
も
撤
退
す
べ
き

だ
」
と
首
相
に
強
く
迫
り
、「
日
本
語
全
文

を
国
会
に
直
ち
に
示
せ
」
と
求
め
た
の
に

対
し
、
首
相
は
「
可
能
な
限
り
早
期
に
示

し
た
い
」
と
答
え
ま
し
た
。 

 

の
安
全
保
障
か
ら
積
極
的
意
義
が
あ
る
場

合
に
限
定
」
と
、
武
器
と
平
和
が
結
び
つ

く
か
の
よ
う
な
発
言
を
行
い
、
野
党
側
か

ら
疑
問
の
声
が
飛
び
交
い
ま
し
た
。 

 

さ
ら
に
、
井
上
氏
は
首
相
が
イ
ン
ド
と

日
印
原
子
力
協
定
締
結
を
原
則
合
意
し
た

こ
と
に
つ
い
て
、「
福
島
第
１
原
発
の
事
故

の
原
因
究
明
も
収
束
も
で
き
な
い
日
本
が

原
発
を
輸
出
す
る
こ
と
は
、
新
た
な
安
全

神
話
の
輸
出
に
他
な
ら
な
い
。
核
不
拡
散

条
約
に
参
加
し
て
い
な
い
核
保
有
国
で
あ

る
イ
ン
ド
と
の
協
定
締
結
は
核
兵
器
開
発

に
手
を
貸
す
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
」
と

批
判
。
同
協
定
の
中
止
を
求
め
ま
し
た
。 

 

し
か
し
、
首
相
は
「
イ
ン
ド
の
核
保
有

を
認
め
る
と
の
指
摘
は
全
く
当
た
ら
な

い
」
な
ど
と
、
根
拠
の
な
い
答
弁
を
連
発
。

さ
ら
に
、
被
災
者
の
思
い
を
置
き
去
り
に

あ
く
ま
で
も
原
発
体
制
に
固
執
す
る
姿
勢

を
示
し
ま
し
た
。 

 

国
民
の
所
得
を
増
や
し
、
暮
ら
し
応
援
に 

井
上
氏
は
、
日
本
経
済
は
マ
イ
ナ
ス
成

長
な
の
に
企
業
収
益
が
増
益
と
な
る
「
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
の
異
常
性
を
指
摘
。
消
費

税
10
％
へ
の
増
税
の
中
止
、
非
正
規
か
ら

井
上
哲
士
参
院
議
員
は
７
日
の
参
院
本
会
議
で
代
表
質
問
に
立
ち
、
戦
争
法
強
行
、

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
、
労
働
法
制
改
悪
、
環
太
平
洋
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
な
ど
、
あ
ら

ゆ
る
分
野
で
民
意
を
踏
み
に
じ
る
安
倍
暴
走
政
治
を
た
だ
し
、
立
憲
主
義
回
復
を
求

め
る
広
範
な
人
び
と
と
と
も
に
政
治
の
歴
史
的
転
換
に
力
を
尽
く
す
決
意
を
表
明
し

ま
し
た
。 

行
で
あ
り
、
北
朝
鮮
の
核
開
発
の
放
棄
を

求
め
た
累
次
の
国
連
安
保
理
決
議
、
６
カ

国
協
議
の
共
同
声
明
、
日
朝
平
壌
宣
言
に

違
反
す
る
暴
挙
で
あ
り
、
日
本
共
産
党

は
、
き
び
し
く
糾
弾
す
る
。 

 

一
、
国
際
社
会
が
一
致
し
て
、
政
治
的

外
交
的
努
力
を
強
め
、
北
朝
鮮
に
核
兵
器

を
放
棄
さ
せ
る
た
め
の
実
効
あ
る
措
置

を
と
る
こ
と
を
、
強
く
求
め
る
。 

 

志
位
和
夫
委
員
長
は
６
日
、
北
朝
鮮
の

核
実
験
強
行
に
つ
い
て
、「
北
朝
鮮
の
核
実

験
を
糾
弾
す
る
」
と
の
談
話
を
発
表
し
ま

し
た
。 

◇ 

 

一
、
北
朝
鮮
は
、
本
日
、「
水
爆
実
験
を

実
施
し
た
」
と
発
表
し
た
。
北
朝
鮮
に
よ

る
核
実
験
の
強
行
は
、
地
域
と
世
界
の
平

和
と
安
定
に
対
す
る
き
わ
め
て
重
大
な
逆

暴
挙
き
び
し
く
糾
弾 

北
朝
鮮
の
核

実
験
強
行 

 
 
 

志
位
委
員
長
が
談
話 

安
倍
内
閣
の
暴
走
を
批
判 

憲
法
９
条
に
基
づ
く
平
和

外
交
、
国
民
の
所
得
増
・
暮
ら
し
応
援
こ
そ 

参
院
本
会
議 

井
上
参
院
議
員
が
代
表
質
問 


